
World #02

その世界の日常や暮らし

一人ひとりの意思・行動が尊重されて

つくられたモノが溢れている世界

その世界の科学技術

その世界の価値観

その世界の文化

その世界のルール・規範

その世界が抱える問題

その世界が目指す世界

その世界の勝ち組・受益者・共感者

その世界の負け組・被害者・反抗者

モデリング

ネイティブ

政治的なタームに

制約されない、

製造活動が

成り立っている

「創造性を持ち、

実現性を

考慮できる人々」

が積極的に

モノづくりに関与

集まった人たちの

統合知でモノがつ

くられている

3Dプリンターで
個人がつくったも

のが集結し、街を

形成している

誰かの理想形

ではなく、

みんなで「手なり」

でものをつくる

「つくれる」

技術の

積み重ね

生物の営みが直

接人工物・構造

にリアルタイム

で反映される

デザイン優先

ではなく

現場から作っていく

流れ

設計図ありき

ではなく

あるものを

持ち寄ってつくる

コンピューターの発想

ガラントバザール

カテドラルバザール

〇〇

ドリブン

モデリングネイティブ

Shimz Identity

Weak Signal

Here, Now

Infection Point

今ここにある世界

変化点

今でもなくここでもない世界（生きたい世界）

清水建設のアイデンティティから生まれるコトバ

ウィークシグナルから生まれるコトバ

脳波を使って

操作する

マイクロチップ

AI

web3.0

５G通信

ミニマルライフ

NFTアート
所有証明書付き

デジタルデータ

サスティナビリティ

働き方改革

共存・共生・共感

分散型社会の浸透

再エネ

普及拡大

空飛ぶ

自動車

ノーコード

プログラム

エイジレス社会

経験に依存し

ない世界

・ブラックボックス技術を使う量子コンピューター機械学習。

・生物に生産させる材料・化学物質の増大。

・リアルタイム会計が一般化する。

・特殊な接続方法のため今のような何でも繋がるインターネットではなくなる。

VR-​ICL
(VR投影コンタ
クトレンズ)

石油の

枯渇

若い人口が多い国

の台頭

アフリカなどの発展

VR公務員の登場

様々な機能を持つ

たくさんの人工衛星

家を持たず移動して

暮らす人が現れる

移動する家

飛行する家

様々な形の家

自分の居場所は

自分で選ぶ文化

貧しい国でも

個人の力で

生きていける

シンギュラリティ通過

共存共生

資材輸送に

支障が出る

カスタマイズ

された町の発展

ローカルで

多様性のある

政府

多様化が

認められる世界

AIの発展

iPhoneが世界を大
きく変えたように

デバイスが変える

皆が経験なしに

楽しめる社会

文化を選べる

世界に

自身の文化をもったまま

他の文化と交流する

少数民族の

文字をコンピューター

で使える支援

部族ごとの

宗教が尊重される

プロジェクトとして

架空の文化を作る

新しい部族が

うまれる

ローカル

ルール

いろんな部族が

交わっている状態が

一般化する

個性を尊重

する文化

バーチャル上で

経験

人格を持ったAI

建設3D
プリンティング

VR-​
Commons

VR-​
Commons

土地に合うもの

の探求

建設を通じた

コミュニ

ケーション革命

地産地消

型建設

木造建築

人がアレンジ

しやすいAI

地産地消

地域を「活かす」

ものづくり

いろんな専門家が

沢山いる街

組み込み可能な部材を作る

プログラマ×建設

VR空間での
「部品」提供

メタバース

移住

住所という

概念がなくなる

文化の細分化

統治の多様化

メタバース上で行われるビジネスが広がる

・各種通貨の存在ソブリン通貨と暗号資産市場のトークン。

・メタバース就職メタバース移住。

・仕事はキャッシュオンデリバリー。

大規模DIY
・DIYが大規模化している。（家や橋など）

便利で効率的な生活を支える新技術

・スキャン&簡易構造解析するアプリが出る。

・3Dプリンティングの市場拡大。

・なんでも継手できるようになる。

・自動的にモデル化する技術が出る。

3Dプリント

・建築と土木の世界だけではいいものを作れないので

　他の業界とも融合すべき。

・宙に浮いた家→飛行機の技術を取り入れるなどで幅が広がっていく。

・建築だけでなく海洋・航空の技術が融合して暮らしを作る。

様々な業界がコラボレート・言葉だけでないコミュニケーションを行う。

全自動製造プロセス

・人間/生物の意志を設計に反映させるIF。

・設計から製造までのプロセスが全自動化される技術。

・NEWシンセンモデルが完成する。

・ラフの設計ができるIF。

戦後のような活気がある。

（既得権益の喪失）

ものを「捨てる」という

概念がなくなる。失敗やアイデアに乗ることに寛容な世界

・人のアイディアに乗っかるという発想が一般化。

・やってみる精神の尊重。

・失敗やリスクに寛容。

量産品でなく一品ものやアートに価値

を見出す。

安全規格の緩和

・安全マージンをかなりとってるルール・規約から開放される。

・専門性の高い人が集まって機能性の高いものを作れる環境ができあがる。

・日本の安全の規格が大きく変わる。

・建築・土木にこだわらないコミュニケーションをとることが重要になる。

メタバースでのビジネス

・地区ごとに景観が全く違う。

・メタバース内コンペが開催されるようになる。

・メタバース内で話題になり実現されるビジネスが増える。

フリーランスの増加

・場所、時間に関わらず文化が自由に融合する。
・プロジェクト単位の契約を行うフリーランスが多い。

・会社の中でもプロジェクト単位で動くビジネス形態。

・チーム編成の仕方が変わる。

・成果主義化していく。

多様な文化が受け入れられる言葉だけでなく【モノ】を通じた世界。

・言葉のルールから開放される。

・失敗やリスクに寛容な生活しやすいゆるいルール・規範ができる。

・特に基準が厳しい日本のルールも変わる。

ルールの緩和

同じライフスタイルの

人同士でないと住みづらくなる

・量産品でなく一品ものでどうビジネス

していくのか？

資本主義との折り合い責任の所在

・地区として規制・ルールが許容される。

・ある地区で試行したルールが全国へ適応される。

・さまざまな形への新しい基準が設けられる。

誰もが取り残されない世界 即興性 オリジナリティ知の融合

活発的に動きまわす、

コミュニケーション上手の人

勝ち負けの概念がなくなる

感情を持った

AIが現れる

パソコンと

人間の融合

BMI
(ブレイン・マシン・
インターフェース)

人間のコピー

自分だけど他人

人間のコピーの

人権

製造の自由化

個人で作れるものの幅が広がる。

作る人の解釈で出来るものが

異なることを良しとする。

３D
プリンター

建築

木造建築

伝統建築

技術

住民が住みやすい

街作りがされる

オフィスのために

良い土地つぶす必要が

なくなる

オフィスを

人のための施設に

代替する

カフェ，レストラン，売店etc.

都市交通を

人優先コミュニケーションの場が

オフィスでなくて良くなり

住民のための街づくりが

されるようになる

コミュニケーションに

適切な場所

個性のある

建築

土木・建築または

他の分野を

横断した

「ものづくり」

中身を

変えられる

フレーム作り

建設3D
プリンティング

ZEB・ZEH

都市の変化

オフィス街だった

一等地に

住宅地ができる

「郊外」の再生

空間と暮らし

の領域

「暮らし」に

フォーカス

住みやすい

レイアウトに整備

オフィスの減少

脱従来

インフラ

イノベーション

通勤の必要性が

劇的に減る

埋め込み型VR
(アポカリプス)

VR空間の
建造物設計

描写

若い国の文化が

広まる

伝統建築

技術

建設3D
プリンティ

ング

共存

モデリング

自由意志

先端技術

研究開発

技術
カーボン

ニュートラル

省力

新しい構造物を

つくるわくわく感

人々の自由意思で街が出来上がって

いく、社会学的観点で人と街が共存

するモデリングを行い都市をつくる

らくつむ

型なしで

考えもつかな

かった構造物

がつくれる

人が減って

いる状況

での対応策

ネイティブ

スマホ

ネイティブ

世代 宇宙空間

ネイティブ

「進化する人間」

今後身体に何を埋め込んでいくのか、

ネットワークに接続する人間がもっと出てくる、

NFTと直接接続する人間も出てくるのでは

手触り感のある表現と

シミュレーションが火星生活へ

の期待を盛り上げる

生活圏

五感

人類生活圏

の未来

メタバース

アクティビティ

人体拡張

が今後

起こる

時代を台頭するテクノロジーが

その時代のネイティブを生む

人類の進化は意図的に行えるかもしれない

では我々はどんな人類を目指すのか

コントロール

Not Here, Not Now. Otherworldly

妄想をさらにふくらませ世界の構成要素を妄想する

造語から妄想した世界のワンシーン

その世界をかたちづくる９つの構成要素と舞台設定

分を弁えるvs分を超える。


